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項 目 要  約 

１．研究の概要 高速炉燃料サイクルに金属燃料－乾式再処理技術を取り込むこと

により、幅広い高速炉導入シナリオやプルトニウム（Ｐｕ）需給シ

ナリオに柔軟に対応しつつ、軽水炉使用済燃料からＰｕとマイナー

アクチニド（ＭＡ）を回収して高速炉で核変換させることによる廃

棄物有害度低減の効果を最大化することが可能なＭＡ回収・核変換

システムを構築することを研究開発目標として、以下の研究開発を

行う。 

１）金属燃料及び炉心開発

２）乾式再処理技術開発

３）MA回収・核変換シナリオとＰｕ/ＭＡ収支の検討

２．総合評価 
Ａ

高濃度ＭＡ含有金属燃料を装荷したＭＯＸ燃料高速炉と乾式再処

理の装置、処理プロセス等の技術を統合した核燃料サイクルシナリ

オの検討が幅広く検討されており、柔軟性を持ったＭＡ回収・核変

換システムの構築に期待ができる。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


